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2025-2026年度国際ロータリー第2820地区

グローバル補助金について



シェアシステムによる財団資金の活用
私たちロータリアンの寄付

種類 年次基金(シェア) 恒久基金 その他の基金

方針 ３年後に全額使用 全額積立 収益使用 寄付目的に使用

運営費５％ シェア９５％

地区が使途を決定します。

地区財団活動資金（ＤＤＦ）

①地区補助金に使用する
②クラブや地区が計画するグローバル
補助金事業の資金として使用する

③ポリオ・プラス等の基金へ寄贈する

使途

TRF(ロータリー財団管理委員会)が使途を決定します。

国際財団活動資金（ＷＦ）

①クラブや地区が計画するグローバル
補助金事業に使用する

②ロータリー平和センタープログラム
に使用する

使途



地区補助金とグローバル補助金

地区補助金(DG)

奉仕プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）

グローバル補助金(GG)

人道的プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）



グローバル補助金GG
複数国のロータリークラブ／地区による
協同活動に対して授与され、
大規模（活動予算３万ドル以上）で
測定可能な成果を生む持続可能な活動が対象

グローバル補助金プロジェクトの醍醐味
✓大規模な国際的活動に参加 – ダイナミズムを実感
✓地域社会のニーズに応える – 世界で良いことをしよう
✓世界規模の連帯と友情の輪を拡げる



７つの重点分野



人道的プロジェクトの進め方（ネパール教育環境整備）

Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
承
認

計画
事業・予算・持続性・測定可能か

調査
重点分野にどんな問題があるのか

申請
クラブ理事会・地区財団の承認

実施
水道敷設

効果の測定
動作・水質・女子の就学率

報告
完了報告書

ロータリー
財団管理
委員会



職業研修チーム (VTT)
専門職業人のグループが海外に赴きスキルや知識を学ん
だり、現地の専門職業人にスキルや知識を提供するため
に補助金を使えます。

当地区でも、２０２３年にフィリピン国で行った実績がありま
す。相手国から日本への受け入れも可能です。

職業研修チーム(VTT)の利点・特徴
➢長年にわたるロータリーの職業奉仕の取り組みが土台
➢医療や農業技術の伝授等が多い
➢効果的なVTTの実施により、相手先の地域社会の人々が
自力で問題解決し生活全体を改善する力を身に着ける



グローバル補助金ＧＧの申請時期

グローバル補助金GGの申請は、

年度を通じて随時できます

そして受理された順に審査されます

インターナショナル・パートナー探しなどについては

まず、地区国際奉仕委員会にご相談ください



完了報告書の提出（My Rotaryから）
報告要件
日本・インターナショナル、双方の提唱者に報告の義務

① 中間報告
補助金の支払いから12ヶ月以内

② 最終報告
プロジェクト完了から2ヶ月以内
＊＊＊ 注意（ＲＩ）＊＊＊
期日をすぎても報告書未提出の場合、
新規の補助金申請ができません
報告要件が満たされないと、クラブ終結となる可能性が
あります



ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。
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